マリア
ひとり親
いつの時点かは分かりませんが、ある時、マリアはひとり親になりました。特定の宗教団体では、私たちは彼女をそのような姿で見ることは決してありません。マリアは高められ、高い台座の上に置かれています。彼女は一人の人間として、ほとんど近づきがたい存在です。彼らは彼女の像を作るなど、いろいろなことをします。
ほとんどの場合、私たちは彼女の存在にさえ気づいていませんでした。彼女は一種の脚注のような存在ですが、実在した人物でした。彼女は実際の母親でした。カナの婚礼は、彼女が一人だったことを示唆しています。彼女には夫がいませんでした。そうでなければ、その婚礼を取り仕切るために夫がそこにいたはずです。
私たちはどのようにして、マリアがシングルマザーであったという考えに至るのでしょうか。イエスは30歳でその働きを始められました。これほど遅くまで家を離れなかったことは、父親がいなかったため、家族の長として家庭に責任を負っていたことを示唆しています。また、マリアが長い間一人であったことも示唆しています。イエスの12歳の誕生日以後、これほど重要な人物であるヨセフについて言及されていないという事実も、マリアが一人であったことを示唆しています。そして、マルコなどでイエスの姉妹や兄弟について読むと、彼女が、思春期から若い成人に至る7人の子どもを抱えたやもめであったという姿が浮かび上がります。
私たちはいつも、マリアがイエスを産む前のことや、彼女の勇気、信仰、その他いろいろなことについて話します。しかし、私たちは、あまり多くの情報が残されていない、彼女の人生のより長い部分を見過ごしています。それは非常に重要なものであり、私たち自身の日常生活について実際に何かを教えてくれるものです。
ひとり親であるマリアから学べる教訓をいくつか挙げます：
1. ひとり親になることは、誰にでも起こり得ます
私たちはしばしば、「なぜ私なのですか。私は良い人です。最善を尽くしました。一生懸命努力しました」と言います。それは誰にでも起こり得ます。ひとり親を、奇妙な人、あるいは人として完全ではなく、なかなか周囲に溶け込めない人と見る人もいます。しかし神は、このような状態は、その人の努力にかかわらず、誰にでも起こり得ることを示しておられます。その人の年齢や信仰にかかわらずです。イエスの母でさえ、このことを経験しました。しかし、彼女が離婚によってそれを経験したとは、私たちは信じていません。それでも、彼女はそれを経験したのです。
配偶者の死や、どのような事情であれ、ひとり親になったとしても、その経験が変わるわけではありません。あなたは依然として、子どもたちとともにひとりでそこにいるのです。ですから、それがあなたに起こったとき、それは決して神の愛の問題ではありません。神がマリアを愛しておられたことを、誰か疑うでしょうか。それは単に、人生というものの結果なのです。
人生にはさまざまなことが起こります。そして、私たちは人間であり、弱く、知っていることもあれば知らないこともあり、上手にできることもあればうまくできないこともあるため、これらすべてが重なり合い、私たちは今いるところにいるのです。
最近、私の友人の一人が私にこう言いました。「この年齢で自分が今いるような場所にいるとは、決して思っていなかった。私の人生には別の計画があった。自分はどこか別の場所にいると思っていた。」しかし、考えてみてください。私たちは今いる場所にいて、それが現実なのです。それは、神が私たちを愛しておられないという意味ではありません。
おそらく、シングルマザーであるマリアについて私たちが学べるもう一つのことは、次のとおりです。
2. 子育てチームの半分でも、家族全体を育てることができる
マリアの子どもたちには、イエスと、ヤコブの手紙の著者であり、エルサレムの初代教会の指導者であり、殉教者となったヤコブが含まれていました。ある人々はこう言います。「まあ、誰でもイエスを育てることができる。イエスは神の御子だ。完全な方だ。十代の危機なども何もない。彼が経験する最悪の危機は、神殿で教師たちと話していることだ。私の子どもたちも、12歳になったときに長老たちに質問しながら、長老会議室にいてくれたらと思う。それなら私は対処できる。」
しかし、彼女にはヤコブもいました。そして、ヤコブは神の子ではありませんでした。彼は普通の人でした。それでも、成長して教会の忠実な指導者になりました。自分一人で子どもたちを育てるのは、確かに大変です。しかし、子どもたちを育てることは不可能ではありません。
私の母はシングルマザーでした。父がある夜突然亡くなったとき、母は42歳でした。ある夜には父はそこにいたのに、次の夜にはいなくなり、母は42歳で一人残されました。お金も、保険証券も、15歳の少年とともに何もありませんでした。
完全な世界では、誰も死ぬことはありません。誰も去ることはありません。誰も人間関係で失敗することはありません。しかし、身体が補うように造られているのと同じように、やがてひとり親が生じることを神はご存じでした。片方の目が機能しなくなり、片目が見えなくなったなら、それは確かに困難なことですが、人生が終わるわけではありません。それでも車を運転できます。それでも働くことができます。できることの範囲は限られますが、それでも行うことができます。それでも機能することができます。
神は、一方の配偶者が失敗したときにも、家族がその損失を受け入れ、なお生き延びて成功できるように、家族を設計されました。ひとり親であることは、失敗の証明書ではありません。それは挑戦です。
ひとり親でも、両親がいる場合と同じ結果を子どもたちに達成させることができます。ただ、より多くの努力が必要です。
3. 子育てはどの時代でも同じです
マリアにとって、それが容易だったとは言えません。彼女が生きていたのは、私たちが現在生きている時代とは社会的、宗教的、経済的に大きく異なる時代でした。しかし、彼女の子育ての技術は、当時と同じように今でも効果的に用いることができます。例えば：
· 彼女は親としての召しに忠実でした
· 彼女は母親としての役割を果たし続けました
· 12歳のとき、彼女を心配させたことでイエスを戒めます
· 30歳のとき、彼女は婚礼で助けてもらうためにイエスを探し出します
その間に起こった出来事によって、彼女は母親であること以外の何者かになろうとすることはありませんでした。もちろん、働かなければなりませんが、母親であるという役割を決して変えませんでした。ひとり親が父親、母親、そして友人にならなければならないという考えは正しくありません。
もし誰かがあなたに、「ああ、あなたがシングルマザーなら、今や母親と父親の両方にならなければならない」と言うなら。
それは間違いです。なぜなら、母親と父親の両方になることはできないからです。それは、人に額の真ん中にもう一つ目を生やせと言うようなものです。人々はそのように言ってあなたを励まそうとしているのかもしれませんが、それは間違いです。親は、どちらかといえば、母親として、あるいは父親として、より良くなる必要があるのであって、母親と父親の両方になる必要はありません。課題は、一歩踏み出すことです。非常に多くのひとり親が、母親と父親の両方になろうとして疲れ果てています。彼らは自分自身をむち打ちますが、それはできません。
マリアは子どもたちに対して、揺るぎなく明確な母親としての役割を果たし続けました。
彼女についてもう一つ言えることは、子どもたちに対して忠実だったということです。マリアは子どもたちと一緒に婚礼におり、十字架のもとにもいました。良い時も悪い時も、彼女は自分がそこにいることを子どもたちに確信させました。スプレッドシートからの子どもたちの箇所を理解できない時でさえ、彼女はこれらのことを心に納めていました。彼女には十分に理解できないことがありました。完全には理解できませんでしたが、それでも忍耐しました。
ひとり親の子どもたちは、何らかの理由で親を一人失っています。あなたにとっては、それが安堵や逃げ道だったかもしれませんが、子どもたちにとっては、そうであることはめったにありません。
私は、離婚を経験している人や、どのような理由であれ配偶者を失い、物事が非常に悪い方向へ進んでいる人たちの相談に乗ってきました。そして時には、「ああ、いなくなってせいせいした。苦労のほうが大きくて、割に合わなかった」とか、「私は苦しんでいた」という気持ちになることもあります。しかし、子どもたちがそのように感じることはめったにないということを理解してください。子どもたちは、「ああ、やっとパパを追い出せた。あの人は厄介だった」と感じることはめったにありません。虐待の状況でさえ、虐待を受けているにもかかわらず、子どもたちは親を愛したいと思っています。
子どもたちが抱く最大の恐れは、見捨てられることです。そして、ひとり親家庭では、子どもたちが口にするかどうかにかかわらず、これこそが彼らに必要な安心です。
彼らは、何らかの形で見捨てられた経験をしたばかりです。そして、彼らが罪悪感を抱いていることに関するすべての問題についても私たちは知っていますが、ここではそのすべてに立ち入りません。大切なのは、行動や言葉などによって、彼らに安心してもらう必要があるということです。
マリアのように、彼らを理解しているかどうか、また同意しているかどうかにかかわらず、自分にかかっている限り、あなたはとどまり続けるのだと、彼らに絶えず安心させなければなりません。
ひとり親は収入が少ないため、子どもたちは少ない物には耐えられますが、親が少なくなるという考えには耐えられません。
非常に多くのひとり親は、まったく同じものを与えようとして、身を粉にして働きます。子どもたちが両親のいる家庭、時には二つの収入がある家庭にいたときに持っていたものです。そして、子どもたちが望み、必要としているのは、同じ数の物ではないことに気づいていません。子どもたちにとって、あなたのほうがもっと必要なのです。
マリアについてのもう一つのこと：
4. 彼女は主に忠実でした。
もちろん、最終的にマリアは、ペンテコステの日曜日に信者たちとともに二階の広間にいました。彼女は希望に満ち、信仰に満ち、神への愛に満ちて結婚生活を始めました。彼女は自分の評判を失いました。夫を失いました。息子、長子を失いましたが、信仰を失うことは決してありませんでした。
その信仰が彼女の魂を救い、また、その部屋に彼女と一緒にいた子どもたちのために、生き方の模範を示しました。誰が彼らをそこへ導いたと思いますか。彼の兄弟姉妹たちもその部屋にいました。誰が彼らをそこへ導いたと思いますか。
私が子どもたちに両親がいることを望む以上に、子どもたちが天国へ行くことを望んでいます。
最初の結婚や再婚を成功させることが、あなたの子どもたちの霊的生活に違いをもたらすのではありません。あなた自身がキリストに従うことに成功することこそが、子どもたち自身の救いのために知る必要があることを教えるのです。
あなたの子どもたちがあなたを見ているからです。以前はそれほど注意を払っていなかったかもしれませんが、しかし、結婚生活が破綻した後は、実によく注意を払うようになります。今、彼らはあなたを見ています。あなたの信仰を見ています。あなたが物事にどう対処するかを見て、学んでいます。逆境に対処することを学んでいます。失望にどう対処するかを学んでいます。失敗にどう対処するかを学んでいます。あなたがするすべてのことによって、あなたは彼らに教えています。あなたの勇気によって、自分自身を新たにする力によって、歩み続ける力によって、忍耐する力によって教えているのです。難しい授業を乗り越え、高校を卒業するまで忍耐する、子ども時代のその忍耐を通して、彼らは、あなたが逆境にどう対処するかを見ながら、その忍耐を学ぶのです。
もしあなたが座り込んで、不平を言い、自己中心的で、怒り、憤慨しているなら、怒りっぽく、不平を言い、憤慨する子どもになっても驚かないでください。なぜなら、それがその子たちが学んでいることだからです。
主に忠実であり続け、主に心を集中し続けなさい。そうすれば、あなたの子どもたちは、救いの二階の部屋を探し始めたとき、どこへ行けばよいかを知るでしょう。
子育ては容易ではなく、ほとんど自分一人でその責任を負わなければならない人にとっては、特に困難です。しかし、その責任を負うのはあなた一人かもしれませんが、それを果たすのはあなた一人ではないことを覚えておいてください。周りを見渡し、あなたの周囲にいる一人一人の中に主の御霊がおられることを見てください。
